
ガスタービンブレード生産成る

Production of Blade for Gas Turbine
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戦車=-,淋官航空本部の依託をっけてガスタービン材

半斗の研究を行っていた日立~彗=凹1二J軒友来1_二場沃,戦後Lば

らく･は航空機材料朝川盈=雷止二三れたが,卜1五製作所口

立工場のガスタ門ビンヨ払造とタイアップL】~･∴ト掛舶用〃-

スタ←ビン再刊･の.武イ乍研究を打って克た｡そして耐熱材

糾の研究と牲;貴枝紬二一~)-.1てサー~･で二二成果をあげた｡

特に高級耐熱牒 Timkcn16-25--6,LCN-155,S-816

によるガスタ←ビンブレード材の梢慄髄.量に成功した｡
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Fig.1.
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S-816Blades for Gas Turbine
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高性能鋳造磁石量産開始

Quantity Production of High Quality
Casting Magnet Started
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rl､:′∵肘1潮p'友=来~L陽･∴二!~iいてこt従来Cr鋼,W--Cr細,

W-Cr-Co鋼しフ)焼左裾化里鍛.量磁才i-を三L誼′:二していたれ

こび)程仰～-H硬化里鈷一造正藁イニ】▲山研究を行い,その結黒に基

いて拭磁力ム_-L二び巌六エネ′いギ←有半㌧太さいl瑚生能の鈍

造巌イ_--♂ノ)蓑†ナi■三を川=ト始L/~二｡.発揖ランプ,陣舶発動機川発

.倒産,しぎ
器,｢受;一計機,帆~声瀾,テレビジョン,帰ナ核御

究川たと'各種の精密鈍.iこり一丁上び抑畑l二上:二_揖~串)技附せ

いかLて好評なえていノニ〉⊃そ叫川三についてほ第l襲お

よび第2図,第3図の辿りであるリ

第1表 鋳 磁 石 の 磁 気 特 性

Tablel.Magnetic Specification of Casting
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第2図

Fig.2.
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Fig.3.ResidualMagneticInduction-

Dimension Ratio Curves
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第4図 マ ン ド

Fig.4.Mandrels

レ ル
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熟間押出用工具好評監博す

Hot ExtruSion TooIs Winning Favorable

Market Reaction
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銅,ブロンズ,アルミプラス,キュプロニッケルなと

の管材は最近非常に需要を増し,その材料の高度化に伴

い,これらの製造に用いられる勲問押出用工具も次第に

高級化されて

日立製作所安来工場でほこれらの工具について夙に研

究を行って来たが,この程製造技術と熱処珊技術の粋を

傾けて,マンドレル,ダイス,押較,コンテナー,ステ

第5図 CP-2

組織

ロールの表面顕微鏡

×400

Fig.5.Surface Microstructure

Of CP】2RolI x400

材質記･号

ユ

ムなごの持殊勲処明完成品を製作し,各伸銅メーカーに

納入｢l~jのところ各社二もその結果は良好で,特にマンド

レルに才一∴､ては最優秀との好評を悼Lた｡

なiL;二れ:二使用Lイこ材料=HDC鋼で,成分ほつぎの

通りである｡

CO･25～0･35,SiO･15～0･35,MnO･30～0.50,P<0.030

S<0･010,Cr2･00～3･0,W9･00～10･0,VO.30～0.50
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特 殊 鋳 鋼 ロ ー ル

SpecialAlloy SteelRolls
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汁立製作所に鉦一てはロールの熔解ほす/くて塩基性電

気炉を用い,酸素製鋼法により十分なる酸化梢錬を行う

ととも:二,脱ガス,脱介在物に慎重な注竃を払っている｡

鋳鋼ロールは偏析,亀裂を生じやすい欠陥があるが,

これな防｣上するた動こロール表面は特殊の冷し金を用い

て急冷し,緻部員軌こして佗仝な組織とし,耐磨耗性を

改善する′と七もに中心部からも凝固を促進する特殊な方

法を講し''′ているっ押湯部は電弧加熱を行って,温度勾配

第6図 CA-3ロールの表面顕微鏡

組織 ×400

Fig.6.Surfaぐe Microstructure

Of CA-3Roll x400

第7■図

Fig.7.

第 2 表 特 殊 鋳 鋼 ロ ー ル の 材 質 と 用 途

Table2. Various Properties and Usesof SpecialAlloy Steel

主 要 化 学 成 分(%) 1要 度

(ショアー)

CB¶1ロ←ルの表面顕微鏡

組織 ×400

S11rfaぐe_Microstructure

of CB-1Roll

Rolls

強靭性を特に要求する各種粗ロール

強敵姓ち特に要求する各種プ阻ロー几

強瓢性を要する介塊ロール,鋼片用j阻ロール

分塊ロール,銅片,鐸廓,粂鋼,型鍋用瓶ロール

耐磨耗性な要する分現ロール,型鋼用.粗ロール

粂錮,型銅用親任上ロー几

連続,鋼片,棒鋼用瀬仕上ロー几

粂鋼.型鋼用親仕上ロール

特殊の仕上ロール

冷間庄延岡バックアップロー一刀

熱間圧延用バックアップロー.れ

なお特殊の場合には上記材質にNiO.5～1.5%モの他の特殊元素な篠加することがある｡

×400
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の適正を期し,製品本休の引けその他の欠陥を完全iこ防

止している｡

勲処理は成分の均一を計るため,長た 間の拡散焼鈍な

行った径,球状化焼鈍を実施して111心部まて完全な球状

化糾紙上L,折損事故のない強軌なロールを製作してい

乙｡l=【:･-ルの使用日的により,さらに卜分管理された電

気調質炉て-焼入れ焼灰Lを行い,均一な目的硬度をえて

いる｡第5図,第`図れ土び第7図禍ロール表面の組綱

を示したものである｡

なお製作したロ←ルはすべて ノ.1を缶へ朋

一
三
R

信毎
閑波

･
･
｢

れ､,

内部欠陥のないことを確認してい乙｡

第2表は特殊鋳鋼ロールの品種ならびに村乍紬Jのおも

なる用途の一一例をホしたものである｡
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ダクタイル鋳鉄製ロールの生産軌道に乗る

Production of Ductile CastIron Roll

WellUnder Way
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日立製作所若松工場でほかねてよりダクタイル鋳鉄製

ロールの研究を進めていたが,先般来これが生庄を軌道
ノナ

せ,従来製作困難と考えられてし･た大径のものもそ

の製作に成功,/ト径のものほ勿論直径800mm〆相加二)

ものをも製作しうるようになった｡

ダクタイル鋳鉄懲拉-ルの主た～川二長を挙げれ【･.1ご

(1)姫度プ＼こにし′rrロール冒部イ45kg/mm2以上の

杭張プ｣を有して･′lろ,｡したが㌧ノ〔従来銑鋼ロ←ル

の使肝けエーノれ｣~∴･7~二分紆二おい--rrこか:･二代酎∴,

Z)｡

(2)グラハイトは球状化骨宣れ,かつ子J設細てあろの

て,従来ゾノダレーーン/ロール:二比L耐靡托性か粧二

｢･j~~く~才している｡

(3) 返L加熱冷却が右われた場合,普通銑鉄ロー

ルこ二見られろ成長がきわか･ご少く,かつ糾】ノ潮撃

に対して強い｡したがって(イ)ファイヤークラッ

第8図 ダクタイル鋳 製ロ ール

Fig.8.Ductile CastIron Rolls
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第9図

Fig.9.

表 面 附 近 の 組 織

Formation Around the Surface

クの発生が少い｡(ロ)割れおよび熱変による折損

が少い｡

(4)使用状麓に応し硬度は HS40Cないし600の

‖即二白油に選定しうる｡さらに特殊元素の添加に

よりHS60b以上相当高硬度のものも製作しうる｡

性部硬度の低下が少い｡

りJ別性に富み従来のグレーン‥P′-ル同様容易に

カリバー加工を施しうる｡

等々てあり,自由な硬度の選定によって仕上前p･-ルと

してもま7二仕--1ニロ岬ルとしても他用せられ,型鋼圧延用

ロール上して革命的寵児たらんご■二している｡

そ叫射召成績ほ従来の牒←ルに卓越しており,好評を

博L∵~い乙｡
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ダクタイル鋳鉄製フユールング

Ductile CastIron Ftihrung
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フユールソグは線材月三延磯ロールの入lコ,山口に坂付

けられ,線材を圧延ロ㌣ルの孔型に_11二しく 導する役目

をする｡フユ←ル/グには第10図および第Il図(次項参

照)の･て_｢とくその使用扶によって椎々な形のものがある

が,内面の溝の部分は表而が滑らかで,しかも耐磨耗性が

最も要求され,衝撃に刃･する強扱性もまた必要である｡

征来は叶鍛鋳鉄■またほ鋳鋼で作られ磨耗による損耗の

第10図 フ ユ
ー ル/:ン

=グ

Fig.10.F心hrung

141叫
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第11図 フユールソグ Fig.11.Fiihrung
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第12図 各桓鋳鉄の耐摩耗性の比較

Fig.12.Wear Diagram of Various

CastIron

はげしいことが経済的な問題となって1.､たが,l二l宣製作

所において耐磨耗性のパーライト埋ダクタイル釣鉄にて

製造し使用した結 はきわめて良好であった｡ダクタイ

ル鋳鉄は組織内にた在する球状黒鉛が潤滑剤の働きをす

るためいかなろ種期の鋳鉄よりも耐磨耗性がすく甘してい

るといわれ,特にパーライト型ダクタイ/し鋳鉄は第12図

のごとく優秀な耐磨耗性を有していろ｡なお抗張力55

kg/mm2以上,伸び3%以上で,強度,扱性とも∴十分

満足しうるものである｡

■■-ヽ′ヽハ■ヽ■ヽ′ヽ■ヽ■■■-■■ヽ■ヽ■ヽ■ヽハ′ヽ八■■■■■■●■■■■■ヽハ■ヽ八へ■■■■■■■■ヽ■ヽ′ヽ■ヽ■■■■ヽ■ヽ■ヽ′ヽ′-■■■■･

組立足場用パイ プカ ッ プラ

HitachiPipe Couplers

■◆●■■■■■■■■■▲′▲′●′●■■′ヽ■■■■▲■■′●′■ハ′■′●■●-▲▲■▲■●′-ハ′●′■′●-■▲■●■●′■′り●■●-■-■一■●■▲■●′▲ハ′●′■′●■■一■･

最近,建築用現場に鋼製パイプ足場が杉丸太に代って

使用されはじめ,業界の注目をあびている｡パイプ足場

は安全,取扱簡便,低コストなど数多くの経営上の利一･ご了､

をもっている上に木材資源保護の面からも推 されるの

で,今後ますます普及するであろう｡

パイプは肉厚2.5mm,径50mm程度の鋼管が普通

使用され,組立てには弟13囲および第1▲図のようなパイ

プカップラが使月ほれている｡日立製作所では可鍛鉄銑

ユ
･-

ス

感雷
準範書

■鹸

111

琵13L二くi Fl立 パ イ プ カ ッ プ ラ

Fig.13.HitachiPipe Coupler

第14図

Fig.14.

パイプに取付けられたパイプカップラ

Pipe Coupler Attached to Pipes

製.造の技術を隼かし,駄肉を極度に減♪Lて柁量,簡便,

旛プJ且/_江津帥恒パー】トカップラの-製造を目し'めた｡形状

甘茶13図直通り∵,重量 420乱.化けH隼二圧し1/2以下

て,イ1酎答も相計二■′もろ｡

■●■ノ･■一′◆一→′←→い一■●▲■■-■ ′-′-■→■■→■■■▼■-■･■-′ 一●→■→▼一●■■■■-■▼′･′′′▲′●一●-■`■▼L-■′■･′ ′←′色→●→▼■■■■←■○

凸 印 バ ル ブ

Gourd凸Brand Valves

一ヽ′ヽ■1--一′一■¶′ヽ′t■t′t-～-へ′勺′1■八〟■-■-′→′､′ヾ一く′■一一一′i′q′＼■t一▼-■-′→′与′勺一～一価′1′ヽ一tJ■J■一}ヽ′ヽ

l-｣立聾封乍酢二汀.､ては斯界の要望に応えて糾-Fの凸印

バルブを製作してい～:ノ｡バルブは継手の兄弟とも呼ばれ

ており,凸巨‖管継手製造に40余年の伝統を誇る口立が,

斯界に比頸のない継手製造技術と設仰テをさらに充実して

製作しているものて･,その強いこと,洩らぬこと,正し

いこと,

仁一fl

な麗美 ことは,凸印管継手とともに三~ブ.;要家より

れている｡

現在製作しているバルブほ次の4椚演であて)｡

1.

2.

3.

4.

凸印水川詩銅棒シ込玉形弁

凸印青銅10kg/Cm2ネジ込玉形弁

凸印水_J~11古銅ネジ込仕切弁

凸印青銅10kg/Cm2ネジ込仕切弁

いずれもJISに基づいて製作されたものであり,さら

に世界の同種のバルブのすぐれた点をとり入れて,パル
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第1.5図 第16囲

凸印水間青銅ネジ込玉形弁 凸印水肝古銅ネジ込仕切弁

Fig.15. Fig.16.

Gourd凸Brand Bronze Gourd凸Brand Bronze

Screwed Globe Valve Screwed Gate Valve

ブの件能を100%発揮するように設云汁製作され-~･こいろっ

ぶもな持長をあげるとつぎの通りである｡

(1)弁箱の両端にあろ牲川ネジは,すで∴に評のあ乙

ネジ卯守門機でネジ加工されてい乙の~･ご,精度の一::;i

いネジがえられ,王'椚卸揮雄打沈止び一両紬度け非

常に正確てあ乙｡

(2)閑‖而耕土リフト∴上十分とつ｣てあり,また弁(上汁1

根足とせ~~.=村本勘ノ已ノノ托j尖かJト‖､にな乙ように.昔計

されていZ∴(玉形弁)

(3)色刷ノー､ンドル申け美麗土リ三川価伯を_重硯Lて設計

されてヱ_;り,材質はマレブル(黒心■~叶鍛鋳鉄)であ～〕｡

一般に使川ごれていろ鋳鉄琴■4または7ル

にハン∵て強･■さに格上芸の羞があ乙u

ニウム製

(4) 鈍物独自の実しい錆肌伸せ_′_｣二かし,無用な什守加

工を行わな-′･真に落付きり_)あ乙外観を備え-:い乙り

(5)紺_〕フニ徐行う洩れ椅査にノJく浸式長川三椅イた機によ√_~ノ

｣r,一筒づ∵厳酢二日われ乙のて,色刷ノミルナ≦.j~誹

ても安心して小山†臓iえろも什~て=､あろ｡

ダ イ ガ ス ト 製
白

R白

Die Casting Products

l′､′勺′仁一～★1′ヽ′､′√ノく■hヽ～呵′÷-′勺ソ､■■L■′■へ′一′キ■ヾ▲へ■h斗β1′勺′七′､■耳■←一{i′〉､ノ＼.一㌧.＼･上-.′ヽ′､′りノヽ一打-q■句{.パ′l

すぐれた製L口｣は~すぐれたノ肛11技術によ-_)て′上れる｡仁l

立製作戸車ごは ReedTPrentice製ダイカスト臓伸二より

第17図のごときi別Il腰の亜鉛-｢∴金ダイカスト部Ll.-,賃了1分

間数箇の割合で作るこさこができか荘備を有Lている.)①

(夢,G)は従来はプレスで作っていたものてあるが,ダイ

カストにして生産コストを低減した例で,(Dけ平らかな

大きな部品であるが肉厚は僅か1.5mmて･ある｡多･こし｢)

部品をリベットで州立ていバた物も④明ように一一項こ強

第17図 ダイ カスト製品例

Fig.17.TypicalDie Castings

ト昭二作ることができる｡また(むおよぴ④のようにきわ〆)

て多･ノ.¢.)孔なもっ板描な誹晶-も一jr-1の慣ゎ貴によって作る

ことかでき,稜の機械~加11二が節約てきる｡

_1二記∴上ノー傾_【二塁差の例であるカ1卜い■上製作所はl桂川112年
フランスのソレックス社か上､ノ〃_用潮闇人により】三l軌刑十J

l~(化器びJノ巨J)`仁をl甘始し~･r以来,ダイカストにつ■･.･て㍑長

イドゾJ経験上優秀な技術を有L,現れ多睾,)-一鳩ミ,亀)r_1二

1易:･二汀ノ･てダイカスト製■Ⅳを吐甚L■てJJり,載l卯甘指仇

ダイカストメーーカーでご手〕る｡

.′′′′′ノ■一′_へ′～′ヽ′ヽ′二′■′㌧′･′∴′.′二′■′J■′一′■′～-パ1′■′㌧′､′■■J㌧′一ぺ′ヽ一々J▲■ヾ′ヽ■ヽ′勺′1J仙

日立ⅡC-10,ⅡC･15耐熱導電合金(クロム入銅)
HitachiHC-10,HC-15Copper Chronium

Alloy

･■ヽ■-■~■■--●J■■■′■■ヽ■～■■▲■■■■一■■●一_′■ノヾ■▼■ヽ■ヽ■1_~■■●′●′▼′▼■→■ヽ■▼■~■▼一一一一-●ヽ■▼■､一--~■~■▼●′●′t■ヽ■､■､■ヽ

｣rlとj_!王′j一正友t匪器の進狛二伴/二)｣~･r,や椙材利一~㌧しても往来

川､ィイノブして＼イニ純紬二代ノ~〉て称二に率を1＼-げろことな･十機

仙′lノリ拙要,ト一汗㍉■満Ⅲ刊沸すくヾれ7二j一年電･佃耐熱合金が髄

莞･望~_二:れくノよ･_1∴∴･･㌧′Jてきノ7二｡

=立■製作所uニびり二Ll′･㌧状朝か⊥-ノ過去斐川~二来了l-:Ji杭引三

晶∴ル萬昔率′-｢一七山刷=う'Eを行ノ_→て,-㌧卜こ∴･二HC-10,HC-

15′ニノ〕二種粕枚クロムソ､銅を製造し~~･ニいそ-｡

第18図

Fig.18.

耐熱導電合金(クロム入銅)

Copper-Chromium Alloy
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第 3 表 耐熱導電合金(クロム入銅の)種類と性能

Table3.Kinds and Characters of Hitachi

Copper-Chronium Alloy

HC-10

抗張力(kg/mm2)■ 40以上

伸 び (%)

硬 度(ピッカース)

導電率 (%)

8.0以上

135以上

85 以上

HC-15

50以上

5.0以上

160以上

80以上

用 途 例

■1)スイッチ′〈-
i2)整流子片
I

i3)熔接機用電極
:4)コンタクトチップ

【5)共空曹用材料など

また製作寸法は60mm声または巾30mmまでとし,

厚さおよび長さについてほその都度御相談に応じて各種

製作し/て■いる｡

･′●′甘′1■■･･､1-･■←■-′･■ハ▼イー■■■■■▲■■●戸■■′▲′●′t′■■イ◆■_■_■-■▲■､′ち′＼′●′◆■■一▼{-､■▲■▲′■′●′●′1′ヽ■■一■.■▲′-′ヽ′ヽ

鋳鋼品の非破壊検査について

NondestructiveInspection of Cast

SteelProduets

′･-■1■ぺ■t■ヽ■■■h叶■′㌧′ヽ′･,〆､■､J｣斗h■■ィ′ヽ′-.′q′ヽ■ヽ■1▲〟○■◆′-′くハ■t■～■ヽ一一一′ヽすヽ■㌧■-■1′ヽ■t▲t一▲■{u八■′■′}′ヽ′や■､

各種製品の向上につれ,近頃は製造者捌,任用 捌を

問わす欠陥検査を重要視し,売買の仕様卦二非破壊検査

を行うことを条件とする傾向になって た｡材料あるい

は部品類の非破腰瀬査としていろいろの方法があるが,

それぞれ,材質,形状,寸度,検査面の状態の制約,操

作の難易,費用などで一長一短があり,これらを被検物

により適宜併用して,はじめて完全な検査が行えるわけ

てある｡ここに日立製作所日立工場て重要鋳錘は一に賓施

している非破壊検査の方法を紹介する｡

材料の欠陥で,表面欠陥ほ肉眼で発見しうるが,内部

欠陥は発見てきない｡鋳鋼品の内部クこ陥をその存在す乙

場所によって 厄部欠陥と深部欠陥とに分け乙

は亀裂が,また後者ほ引け,砂入れがそのお

ある｡ で陥陳
士口
探論勿阻欠部層 もそ正〕ブこ

,前者

きさと

ので

位苗

により破壊の起点となり,その方命を短かくし不慮の事

故を生ずるに至ることは,われわれのよ/:承知している

ところである｡これら鋳鋼品の表面欠陥検出にほ磁気探

傷が,また探部欠陥にはγ綿ほたはⅩ紙)検査が有効

であるから,この両者を併用することによりクこ陥をほぼ

完全に検｢【1できる｡

磁気損傷は第l,図に示すようにプロッド方式を 用,

プロッドF7-～1600mmで匡流2,000A連続通電し,活磁

気,乾磁粉で全面探傷する｡本探傷で検出Lうる欠陥ほ

被検血より約5mm深さ程度までである｡

r綿検査は放射性同位元素Co604キューリーを綿源と

し満了.打力のかかる部分を第20図に示すように透過撮影し

て検査する｡本探傷で検出しうる欠陥の大きさほ,被検

肉厚の2%程度以上である｡

ときにはこれらのほかに超音波探悔や液浸検査を併用

して検査を行い,検出された欠陥は別に窪められた規格

にしたがって処置している｡

･-･-_144

ユ
ー ス

第19図

Fig.19.

タービンケーシングのプロッド法による

磁気拝復

"Prod"MethodofMagnetizingfor

Turbine Casing

第20L窒1放 射 線 検 査 の 状 況

Fig･20.SteelCasting underInspection

by Co60Radiography

■■●■■■＼′ヽ■■■■■-ヽ▼ヽ●ヽ■-■■■■ヽ●ヽ■ゝ■●lヽ■ヽ●ヽ■＼●-■■ヽ●ヽ◆》ヽ■■ヽ■ヽ●ヽ●ヽい●■ヽ▼ヽ■ヽサー暮←■′､■ヽ○ヽ■■■-■-ヽ■ヽハ■､-■t,t■ヽ■

鋳物欠陥検査への蛍光探傷法の応用

Application of theFluorescentPenetrant Method

to theInspection of Casting Defects

■■●■●へ■り●ハ/■■■■■■■●■一日′ヽ′1一-●●●■ヽ■ヽ′}●■ヽ■ヽ■■●-●■､へ′●′ヽ′ヽ′■■▲.■■′■lヽ′ヽハハ′■■■■■■■●へハハハ′■■■■■●

H立製作所深川工場でほ黒心可鍛鋳鉄による自動車部

品および継手等を生碇しているが,それら製品は用途の

性質上徴ノトなクこ陥といえども許されない｡また生産工程

および鋸責リノ案の確立のためにも,割れ･きれおよびピ

ン∵ホい-ルな･ご【カ鋳物不良の早朝発見が必要であるから,

黒鉛化焼鈍前Ⅵ白銑茹射勿時に螢光探傷法を

性査に効果を上げている｡

用して欠陥

この方法は披検ヨヒ件の鋳物を妙法し後,特に鋳放し由

仁勅架のある=㌶運用川中火研究州■旨定の螢光蓼透液に

数1用=二闇斎漬~き｢るか,または刷毛にて螢光液を鋳肌面に

布後鍋肌血:二残留せる螢光波を水洗し,さらfこホットエ

アで吃燥後同じシ中央研究所指定の現像刑をスプレイに

て塗布を行い,簡単な暗室内で紫外線を照射する｡この

際欠陥部を
.透した螢光液は現像剤に蓼出し,これが紫

外線照射によって割れ･きれの欠陥部では幅のある線状

､
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第21図

Fig.21.

蛍光探傷法による銑物割れの検出

Detection ofCastingCrack by the

Fluorescent Penetrantlnspection

の螢光を,ま7ニピン㌧トトノLの欠陥ご侶∴L=形の麓二此を発

し･,これによりそ町狛紬■侶川村頂山上ひ≠常1ノ∴工H~)

状況を知るこ上ができろ〔

従来,これ仁ノ叫摘ミ∴け音刑打た′l;[.び肉眼∴上ろ撞

査が行われで.イニか,確圭仁丹軋■附ハ検=川=ホをす1ごノ･二

･▼■●■●-■■●■■■■■■■■●●■■●●■●●■■●●-●■■■■■▼●●▲●小一■■■●■■-■

編 集 後 記
-■■■◆ヽ■●1■-●一■●■■-■●■■■-●■■1■●-■●←■→■■一-■■●●■●-■●■■■■

近代文明社会の進歩は-一一口にいつて堂麓力の発展によ

るといえようっ生産力の向__とを目指して,すべての櫓城

額は高精度副壕能を一要求されるようになlフ,これに件つ

て諸機械の主型構.成材料たる金属の.17,質向上に対する一要

求もいよいよ徹烈となって来ている′.
/ン

すぐれた麟櫨がすぐれた材料から月二れるということ

は,今更こと新しく述べるまでもない二.日立製作所か創

業以来材料の研究に特に力を注ソ､でいることは,すでに

定評となっているところであるが,同社が鉄鋼製品メー

カトーとしても独白の地歩を占めていることを考えれば,

それはむしノろ当然のことというべきであろう｡鵠寺殊鋼は

1899年,可鍛鋳鉄は1910年,ロールは1915年以来それ

ぞれ製造され,我国最古の歴史を誇るだけでなく,その

接辞の技術は広く世界各国に進Ⅲして一流品の名をほし

ユ
ー ス

第22図

Fig.22,

螢一光探傷法~て:表れた鋳物割れ

Photograph of Castlng Crack under

theFluorescentPenetrantInspection

土は作業員の熟練にまた来吊笥イ高かったっ しかるに本

法■ではいかなろ形状の鈍物:二つ1.･ても比較的筒_W二熟練

な要し′ないで5′トニL＼ト′モで叫囁のクこ陥が柁実に明ホさ

まl.しニーろ(7γ〔,こ･プ__)~畑牛山採用に-_巨1て現場柏査の精度か

向_.卜:れてい1∴

いま-ゝにしている｡

当社ではさきに第33巻第9号(1951年)において鉄鋼

特集号を刊行し好評を博したか,最近金屈材料研究の必

要が特に飽く叫ばれている折柄,この度は非鉄をも含め

紆余屈婚儀号を刊行すること ゝl′,特殊鋼′ 鋳鋼,可鍛

銑鉄,ダクタイル精鉄,ロール,非鉄金属など,できる

だけ広間悶セわたって最近の研究の成果を集録すること

に努力lノた｡大方の御を考とならば幸甚であるっ
くヽ

巻頭言には我国産=菓_界の大先達である鮎Jt一義介氏から

玉稿を頂くことができた〔鮎川氏は今なお壮者を凌ぐ御

元気で,最近は新聞にも伝えられる通り各方面の御仕事

で御多忙をきわめておられる中を,特に本特集号のため

に御寄稿下さった｡その御好意は全く感謝にたえない｡

この玉稿を得て本号が一段と光彩を加え得たことを読者

とともに喜びたい｡
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